
                              修正前後の対照表 

スライド番号 
主な変更内容 備考 

旧 新 

4 4 
（一社）久留米銀行協会を追加 

（2022 年） 
 

5 5 時点修正（2022 年の値を反映） 傾向に変化なし 

6 6 時点修正（2022 年の値を反映） 近年の傾向は「下げ止まり」 

7 7 時点修正（2022 年の値を反映） 傾向に変化なし 

9 9 上津・南薫について言及 
追加理由 
上津 商業施設が立ち並ぶ校区 
南薫 西鉄久留米駅に隣接した校区 

11 11 

①時点修正（2022 年の値を反映） 

②市と県のニセ電話詐欺被害状況

の比較を追加 

②防犯協会が行うニセ電話詐欺対策

事業の効果を強調するため 

12 12 時点修正（2022 年の値を反映） 傾向に変化なし 

17 17 
中高生や高齢者の移動手段として

自転車の利用が多いと文言を追加 

審査員に自転車利用が多い理由を伝

わりやすくするため 

18 18 時点修正（2022 年の値を反映）  

20 20 時点修正（2022 年の値を反映）  

22 22 時点修正（2022 年の値を反映）  

24 24 時点修正（2022 年の値を反映）  

25 25 
市内の学校と連携し～の文言を追

加 
現状に合わせた表現に変更 

26 26 時点修正（2022 年の値を反映）  

28 28 時点修正（2022 年の値を反映）  

30 30 

①時点修正（2022 年の値を反映） 

②2020 年以降国・県の水準以下を

キープの文言を追加 

②SC に取組む効果をアピールするた

め 

 

資料６ 協議事項（２）③ 差し替え 



事前指導振り返り 

◆王先生 

【質問①】 

犯罪については、多くの市民が関心を寄せる事柄だ。さきほどプレゼンテーションの中で紹

介があったニセ電話詐欺をはじめとする特殊詐欺は、中国・上海でも増加している。被害者

は、久留米市と同じように高齢者が多い。被害にあう高齢者に、詐欺の手口などの情報を与

えても「自分は大丈夫だ」と過信して聞く耳を持ってくれない。そこでお尋ねしたい。久留

米市では、ニセ電話詐欺に対してどういった対策を取っているか？ 

【回答】 

２つの対策を行っています。 

❶ニセ電話詐欺は、同じエリアに集中的にかかってくる。そのため、情報伝達のスピードが

大切になる。久留米市では、ニセ電話詐欺の情報を警察がキャッチしたら、市へ連絡が入り、

市は地域に情報を伝える体制になっている。そして青パトなどでパトロールを行ってもら

う。 

➋日本ではニセ電話詐欺はそのほとんどが固定電話にかかってくるため、電話に対する対

策が重要になる。犯人にアンケートを取ったところ、電話をかけたとき警告アナウンスが流

れるとあきらめるという傾向がある。そのため、防犯協会が、防犯機能の付いた電話機の設

置に対する補助を行っている。 

【質問②】 

若いひとが暴力団に入らないようにする教育に力を入れていることはよくわかった。逆に

伺いたいのは、どういう人が暴力団に入るのか？また、学校との連携はどのように行ってい

るのか？ 

【回答】 

現在は、だれでも関わりを持つ可能性がある。以前は、家庭で居場所がない子どもなどが多

かったが、ＳＮＳが普及し、今は誰でも関わりを持ちうるようになった。ＳＮＳで『簡単に

稼げる』などといった謳い文句で若者を誘惑し、違法薬物で抜け出せないように仕向ける。

関わりを持たせないことが大切になるため、暴力団についての教育が非常に重要になる。 

 

資料６（追加） 



【対策委員会の活動に対するアドバイス】 

若い方たちの声をもっと聞くというのも大事になってくる。課題に対して斬新なアプロー

チ方法を知っているかもしれない。対策委員会のメンバーに入るのは難しいかもしれない

が、若い方たちの声を実施者側の声として聞けると、新しい視点からの気付きもあるかもし

れない。若い人たちがどうやったら関われるかを考えるといいと思います。 

◆趙先生 

【質問①】 

プレゼンを伺い、青パトに興味を持った。これだけの規模で青パト活動を行う場合、ガソリ

ン代や保険料などの費用もあり、相当の経費がかかると思う。ボランティアで活動している

ということで費用を抑えられていると思うが、実際の経費はどれくらいかかっているの

か？ 

【回答】 

久留米市内では、全体で、約 60 台の青パトが稼働している。その中で、校区では 47台の青

パトが日々パトロールを行っている。そうした活動に対し、ガソリン代や保険代、事務費な

どの経費や、車検料、車両リース代を久留米市が補助している。久留米市では校区の青パト

活動に 1,730 万円程度の予算を組んでいる。 

【質問②】 

校区の青パト活動が成果を生んでいるということはよくわかった。そこで伺いたいのは、ど

れくらいの頻度や規模でパトロールを行っているのか。イメージできる情報が欲しい。また、

警察もパトロールに参加しているのか？ 

【回答】 

パトロールの頻度については、校区ごとにパトロール隊を編成しているので、校区の実情に

合わせて行っている。曜日を決めてパトロールを行う校区や、子どもたちの登下校の時間に

あわせて行っている校区もある。それぞれに活動しやすいやり方で行っている。 

また、パトロールを行うにあたり、警察から講習を受けてパトロールを行っている。警察の

同行はない。 

 

 

 



◆外傷等動向委員会での防犯に関する指摘について（趙先生） 

視点：セーフコミュニティの効果を説明するためには？ 

久留米の例では、交通事故と防犯 

 交通事故は、全国、県より減少率が高いので、わかりやすい。 

 防犯は、全国も県も減っている。⇒ＳＣの効果が説明しにくい。韓国でも同じ悩み。 

じゃあ、どうするか？ 

ターゲットが明確ならば、効果も説明しやすい。 

本審査での対応；ニセ電話詐欺対策を講じた結果、福岡県の被害額が増大したのに対し、久

留米市では減少した点を資料に追加（王先生の指摘にも合致） 
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１-１.防犯対策委員会の設置の背景 ★客観的データ
＜2011年取り組み開始時＞

当時
長期的には減少傾向にあるものの、
２００９年は認知件数が増加

国や県と比べ、高い水準

犯罪を減らすため
取り組みの強化が必要

セーフコミュニティで
犯罪の予防を！

＜出展：警察統計＞

(件)

※１
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１-２.防犯対策委員会の設置の背景 ★主観的データ
＜2011年取り組み開始時＞

市民の要望意識は高く、

犯罪を不安に感じている！

犯罪の予防・防犯力の向上で
市民の安心感が高まる！

2012年(H24)３月
防犯対策委員会設置

＜出展：市民意識調査（2011年）＞

当時

「防犯対策に力を入れてほしい」
行政施策３３項目のうち、第４位

２.防犯対策委員会の構成メンバー(2022年現在)

区 分 NO. 所 属

関係団体

１ 久留米市老人クラブ連合会

２ 久留米市防犯協会連合会

３ うきは防犯協会田主丸支部

４ 久留米市校区暴力追放推進協議会連絡会議

５ 久留米市校区まちづくり連絡協議会

６ 久留米男女平等推進ネットワーク

７ 久留米市中学校長会

８ 久留米市小学校長会

９ 久留米市小・中学校ＰＴＡ連合協議会

10 久留米市校青少年育成協議会連絡会議

みんなで取り組む安全安心まちづくり 4

区 分 NO. 所 属

関係団体

11 久留米市商工会議所女性会

12 文化街さくら会

13 （一社）久留米銀行協会

警察 14 久留米警察署（生活安全課）

行政機関

15 久留米市子ども未来部青少年育成課

16 久留米市都市建設部道路整備課

17 久留米市教育部学校教育課

18 久留米市協働推進部安全安心推進課

19 久留米市協働推進部男女平等推進センター

20 久留米市協働推進部消費生活センター

＜委員構成の見直し＞ 久留米市老人クラブ連合会を追加 （2016年）

（一社）久留米銀行協会を追加 （２０２２年）
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３-1.データに基づく課題

＜出展：警察統計＞

「一般刑法犯」は減少傾向。国・県の水準を下回る傾向

【図３】一般刑法犯認知件数の比較（１０万人あたり）

みんなで取り組む安全安心まちづくり ６

３-1.データに基づく課題
＜出展：警察統計＞

「街頭犯罪」は減少傾向。近年の傾向は、『下げ止まり』

【図４】街頭犯罪認知件数の比較（１０万人あたり）
※２
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３-２.データに基づく課題 街頭犯罪の中では「自転車盗」が最も多い
＜出展：警察統計＞

【主観的課題】
割れ窓理論に照らすと、自転車盗の放置が
凶悪犯罪を誘発する危険性がある

※３

【図５】街頭犯罪認知件数

不安である

9%

ときどき
不安である

41%
ほとんど
不安はない

29%

不安はない

17%

無回答

4%

【図６】犯罪被害の不安
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３-３.データに基づく課題
犯罪への不安を感じる人が、不安を感じない人を上回っている ＜出展：セーフコミュニティ実態調査＞

問：あなたは、生活の中で犯罪の被害に
あうかもしれないという不安はありますか。

問：あなたが不安に感じる犯罪は何ですか。

79.9 

64.4 

43.3 

30.4 

18.0 

10.0 

7.8 

4.9 

0.9 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

窃盗（空き巣や自転車の盗難、ひったくりなど）

詐欺（ニセ電話、架空請求、訪問販売など）

インターネット上での犯罪

暴力（暴力行為、脅迫、傷害、強盗など）

性犯罪（強制性交等罪、強制わいせつ、

痴漢、盗撮、のぞきなど）

ストーカー

暴力団関係（みかじめ料や口止め料

の要求、不当な債権取り立てなど）

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

その他

無回答
全 体

(N=638)

50％
46％

【図7】
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３-４.データに基づく課題

＜出展：警察統計＞

繁華街あり

大型商業施設や乗降客の多い駅、繁華街周辺で犯罪が多く発生している

【主観的課題】
不特定多数の人が集まる
場所で犯罪が多い

【図8】校区別一般刑法犯罪種別認知件数

大規模商業施設あり

乗降客の多い駅周辺

みんなで取り組む安全安心まちづくり １０

３-５.データに基づく課題 ※４

市内に本拠を置く指定暴力団の構成員数は減少
傾向にあるが、県内に占める割合は増加

＜出展：警察統計＞

みんなで取り組む安全安心まちづくり １１

３-６.データに基づく課題

＜出展：警察統計＞

主に高齢者を狙ったニセ電話詐欺の被害が急激に増加
※５

＜出展：市政アンケートモニター＞

【図10-1】市内 ニセ電話詐欺の被害及び阻止件数 【図11】犯罪に巻き込まれるかもしれないと思う場所

2021年 2022年

福岡県
認知件数 329件 368件
被害額 7億6,460万円 9億2,283万円

久留米市
認知件数 22件 15件
被害額 3,418万円 2,934万円

【図10-2】久留米市と福岡県のニセ電話詐欺被害状況の比較
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３-７.データに基づく課題

＜出展：警察統計＞

性犯罪認知件数は増減を繰り返している
「性犯罪」を不安に感じる女性が多い

＜出展：セーフコミュニティ実態調査＞

2018 2019 2020 2021 2022

第２位 第５位 第８位 第７位 第8位

【図13】福岡県性犯罪発生率全国順位

【図14】不安に感じる犯罪【図12】性犯罪認知件数（10万人あたり）

「性犯罪」を不安に感
じる人の割合は、全体
に比べて女性が高い。
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４-１.課題解決のための目標と具体的施策

1.「自転車盗」認知
件数の減少

2.「街頭犯罪」認知
件数の減少

①自転車ツーロック
の推進

②青パト活動の充実
・連携強化

③安全・安心感を
高めるための地域
環境の整備

みんなで取り組む安全安心まちづくり １４

４-２.課題解決のための目標と取組

3.暴力団の構成員の
減少、暴力団の壊
滅

④暴力団壊滅市民総
決起大会等の開催

⑤児童生徒、青少年へ
の暴力団の実態や構成
員になるのを防ぐため
の研修や啓発の実施

⑥犯罪弱者に対する
タイムリーな情報発
信・啓発

4.ニセ電話詐欺、性
犯罪被害等を減少
させるため、多く
の方へ情報発信す
る
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５-１.レベル別の対策

目 標
対 策

分類 国県レベル 市レベル 地域レベル

1.「自転車盗」認知件
数の減少

教育・啓発 街頭キャンペーン、出前講座等 地域にける注意喚起、ツーロックの実践

規制 各種法令による規制 法や制度の周知 制度の理解、法令順守

環境整備 自転車駐輪場の整備等

2.「街頭犯罪」認知件
数の減少

教育・啓発 出前講座等 自主防犯活動への参加

規制 各種法令による規制 法や制度の周知 制度の理解、法令順守

環境整備 地域防犯団体への支援等
防犯カメラ設置、地域への支援等

青パト導入
補助制度の活用による環境整備等

取組①街頭キャンペーン、啓発

取組②青パト活動への参加

取組③防犯カメラ、防犯灯の設置
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５-２.レベル別の対策

目 標
対 策

分類 国県レベル 市レベル 地域レベル

3.暴力団の構成員の
減少、暴力団の壊滅

教育・啓発 暴排先生（県警）等 出前講座等 暴力団壊滅、排除運動の実践

規制 暴対法、県条例による規制 法や制度の周知 制度の理解、法令順守

環境整備

4.ニセ電話詐欺、性犯
罪被害等を減少させる
ため、多くの方へ情報
発信する

教育・啓発 街頭キャンペーン、出前講座等 地域における注意喚起

規制 各種法令による規制 法や制度の周知 制度の理解、法令順守

環境整備

取組④⑤暴追大会への参加、啓発
暴力団排除の取組

取組⑥情報発信、啓発
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６-１.具体的施策の紹介・成果

取組① 自転車ツーロックの推進

街頭キャンペーンなどにより、
ツーロックの安全性等を周知
自転車利用者に実践を促す

学生ボランティアや自転車商組合等も参加
交通安全対策委員会とも連携して実施

中高生や高齢者の移動手段
として自転車の利用が多い

みんなで取り組む安全安心まちづくり １８

指標 指標内容 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

活動 駐輪場や商業施設などでの
啓発活動回数 18回 5回 2回 2回 2回

短期 ツーロックの実践状況
【アンケート】 32.6% 28.9% 未実施 未実施 28.0%

中期
久留米市は治安が良いと
思う人の割合
【市政アンケートモニター】

74.8% 75.2% 未実施 75.8% 80.3%

⾧期 自転車盗の認知件数
【警察統計】 483件 544件 279件 298件 355件

取組① 自転車ツーロックの推進
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６-２.具体的施策の紹介・成果

取組② 青パト活動の充実・連携強化

青パトによる合同防犯パトロール

青パト

地域を見守る青パト

2004年から推進してきた、
青パトによる防犯パトロールが
現在は市内全域で実施！

※６

みんなで取り組む安全安心まちづくり ２０

指標 指標内容 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

活動 青パト活動を行う校区数 41校区 44校区 45校区 45校区 45校区

短期 地域の防犯活動に参加した
いと思う人【アンケート】 53.3% 49.2% 未実施 45.4% 46.7%

中期 防犯パトロールの連携団体
数 47団体 51団体 52団体 52団体 52団体

⾧期 街頭犯罪の認知件数
【警察統計】 838件 999件 508件 567件 498件

取組② 青パト活動の充実・連携強化
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みんなで取り組む安全安心まちづくり ２１

６-３.具体的施策の紹介・成果

取組③ 安全・安心感を高めるための地域環境の整備

地域や団体、関係機関が連携
それぞれの役割に応じた環境整備で
危険因子を取り除く

街頭防犯カメラ 防犯灯

みんなで取り組む安全安心まちづくり ２２

取組③ 安全・安心感を高めるための地域環境の整備

指標 指標内容 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

活動 ①防犯灯設置費補助件数
（市補助事業） 1,558件 1,402件 1,057件 798件 集計中

活動 ②街頭防犯カメラ設置
補助台数 （市補助事業）

17台 17台 14台 10台 14台

短期
この2～3年で治安が良く
なったと思う人の割合
【アンケート】

40.8% 45.1% 未実施 42.8% 41.2%

中期 久留米市は治安が良いと
思う人の割合【アンケート】 74.8% 75.2% 未実施 75.8% 80.3%

⾧期 街頭犯罪の認知件数
【警察統計】 838件 999件 508件 567件 498件

みんなで取り組む安全安心まちづくり ２３

６-４.具体的施策の紹介・成果

取組④ 暴力団壊滅市民総決起大会等の開催

地域社会全体で暴力団の壊滅を目指す
小学校区単位での活動など、日常生活に
根付いた根気強い活動を展開

暴力団壊滅市民総決起大会
毎年6月開催 約1,500人参加

校区での暴追大会、パレード
総決起大会及びパレード
毎年12月開催 約2,000人参加

みんなで取り組む安全安心まちづくり ２４

取組④ 暴力団壊滅市民総決起大会等の開催

指標 指標内容 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

活動 開催数 2回 2回 1回 1回 2回

短期 参加者数
6月開催 1,500人 1,500人 0人 0人 1,500人

12月開催 2,000人 2,000人 31人 160人 2,000人

中期 暴追の取り組みを
行なっている校区数 42校区 42校区 41校区 41校区 43校区

⾧期 市内の暴力団の構成員数 420人 390人 370人 320人 310人
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みんなで取り組む安全安心まちづくり ２５

６-５.具体的施策の紹介・成果

取組⑤ 児童生徒、青少年への研修や啓発の実施

小学校での防犯講話

市内の学校と連携し、小学・中学・高
校生へ暴力団関連の研修・啓発実施
することで、暴力団構成員になるのを
防ぎ、暴力団の弱体化を図る

広報紙（学生向け
の啓発）掲載

みんなで取り組む安全安心まちづくり ２６

取組⑤ 児童生徒、青少年への研修や啓発の実施

指標 指標内容 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

活動 防犯教育活動を行なった
学校数 150校 109校 87校 110校 125校

短期 不良行為少年補導数 1,237人 1,234人 1,066人 947人 1,274人

中期 市内の刑法犯少年
検挙・補導数 100人 67人 56人 53人 69人

⾧期 市内の暴力団の構成員数 420人 390人 370人 320人 310人

みんなで取り組む安全安心まちづくり ２７

６-６.具体的施策の紹介・成果

取組⑥ 犯罪被害者に対するタイムリーな情報発信・啓発

出前講座や啓発チラシをはじめ、
あらゆる機会を通じた情報発信
被害に遭わないための行動を
呼びかけ

みんなで取り組む安全安心まちづくり ２８

指標 指標内容 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

活動 啓発活動・出前講座回数 87回 67回 9回 24回 26回

短期
この2～3年で治安が
良くなったと思う人の割合
【アンケート】

40.8% 45.1% 未実施 42.8% 41.2%

中期 久留米市は治安が良いと
思う人の割合【アンケート】 74.8% 75.2% 未実施 75.8% 80.3%

⾧期 ①ニセ電話詐欺被害件数
（阻止件数）【警察統計】

18件
(34件)

16件
(20件)

11件
(24件)

22件
(62件)

15件
(43件)

⾧期 ②性犯罪認知件数
【警察統計】 29件 17件 14件 6件 12件

取組⑥ 犯罪被害者に対するタイムリーな情報発信・啓発
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みんなで取り組む安全安心まちづくり ２９

７.コロナ禍の工夫

青パトを活用した注意喚起
日常的な訪問での声掛け

みんなで取り組む安全安心まちづくり ３０

８-１.取り組みによる全体的な成果 一般刑法犯認知件数は減少！
2011年(取り組み開始時)の約30％
国・県より減少率が高い！

街頭犯罪認知件数も減少！
2011年の約20％

自転車盗の認知件数も減少！
2011年の約30％

2012年 県の水準以下に

2016年 国の水準以下に

市内の内訳を見ると…

(件)

＜出展：警察統計＞

【図３】一般刑法犯認知件数の比較（１０万人あたり）

2020 国・県の
水準以下をキープ
2020年以降 国・県の
水準以下をキープ

みんなで取り組む安全安心まちづくり ３１

８-２.取り組みによる全体的な成果

「暴力団壊滅市民総決起大会」などの
地域社会が一体となった、継続的な暴
追活動が評価。

全国暴力追放
功労団体表彰受賞

みんなで取り組む安全安心まちづくり ３２

９.再認証取得後の変化・気付き

青パトによる防犯パトロールが市内全域で実施される

企業から車両用の安全警報装置の寄贈を受け、青パトに設置

交通安全分野、学校の安全分野、高齢者のとの連携強化

防犯カメラ、防犯灯の設置の拡大

企業から青パトの寄贈

自主防犯活動団体の活動開始

NPO法人から学校防犯システム「ツイタもん」の設置支援

住民活動による暴力団事務所の撤去
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みんなで取り組む安全安心まちづくり ３３

１０.課題・今後の対応

市民参加の拡大

防犯の取組やその成果について、広く市民に周知する必要がある

情報発信の工夫

今後もタイムリーな情報発信を継続する必要がある

一般刑法犯の認知件数は減少しているが、犯罪に対する不安感は変わらない

高齢者は、ニセ電話詐欺など、巧妙化する新たな犯罪への不安感が高い

防犯活動 実践者・参加者の固定化・高齢化

気軽に参加できる仕組みの工夫が必要

みんなで取り組む安全安心まちづくり ３４

防犯対策委員会

ご清聴ありがとうございました。

みんなで取り組む安全安心まちづくり

※１ 一般刑法犯

※２街頭犯罪

刑法犯（刑法及び暴力行為等処罰法、組織犯罪処罰法などの法律に規
定される犯罪）全体から自動車運転過失致死傷罪など、交通関係の業過
（交通事故によって人を死傷させた過失犯）を除いたもの。

一般刑法犯のなかで、身のまわりで発生しやすい１０の犯罪の総称
・自転車盗 ・オートバイ盗 ・自動車盗 ・侵入盗 ・車上狙い
・部品狙い ・自販機狙い ・路上強盗 ・ひったくり ・強制わいせつ

みんなで取り組む安全安心まちづくり

※４暴力団

※３割れ窓理論
「1枚の割れたガラスを放置すると、たちまち街全体が荒れ、犯罪が増加」
軽微な犯罪も徹底的に取り締まることで、凶悪犯罪を含めた犯罪を
抑止できるとする、犯罪理論。

暴力あるいは暴力的脅迫によって自己の私的な目的を達しようとする
反社会的集団。
なかでも、一定の要件を備えた反社会性の強い団体：「指定暴力団」
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みんなで取り組む安全安心まちづくり

※５ ニセ電話詐欺

面識のない不特定多数の者に対し、電話やメールなどの通信手段により
対面することなく、被害者から現金をだましとる詐欺。
４種類の「振り込め詐欺」のほか、それに類似する多くの手口が存在する。
【振り込め詐欺】
・オレオレ詐欺

親族や警察官等を装い、金銭借用や被害防止のためと称して、銀行口座に振り込ませるもの。
最近では、被害者と対面して、現金やキャッシュカードなどを受け取る手口も見られる。

・還付金詐欺
税金や医療費などの還付を装うもの。

・架空請求詐欺
郵便や電子メールなどにより、架空の事実を口実とした料金請求文書を送付するもの。

・融資保証金詐欺
実際に融資する意思がないにもかかわらず、融資する旨の文書等を送付して、保証金等の
名目で現金を振り込ませるもの。

みんなで取り組む安全安心まちづくり

※６ 青パト
青色の回転灯を装備したパトロール車。
主に地域のボランティアを中心とした自主防犯団体により運行される。
一般車両への回転灯装備は法令で禁止されているが、全国の犯罪認知
件数が2002年・2003年に戦後最多となり、自主防犯パトロールの機運が
高まったことから、2004年に規制が緩和され、警察から適正にパトロールを
行うことができると証明を受けた団体については、青色の回転灯を装備した
公道走行が可能になった。
夜間の地域巡回や登下校時における子どもの見守り、犯罪多発エリアの
警戒など、地域の実情に応じたパトロールに活用されている。



合同対策委員会についての振り返り（R5.3.24 開催） 
 

■概要 

日時 ：令和５年３月２４日１３：３０～１５：００ 

会場 ：久留米シティプラザ ５階 大会議室 

参加者：４８人 

内容 ：（１）報告：これまでのセーフコミュニティ活動の取組と今後の展開について  

    （２）ワークショップ 

     もっと安全で安心な久留米を作るために、セーフコミュニティを浸透させる 

        →セーフコミュニティを伝えるために、私たちができることは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２回の認証取得でセーフコミュニティが定着し、対策委員会の取組を通

して、久留米の安全安心は向上。 

 ３回目の認証取得を機に、もっとセーフコミュニティを浸透させ、市民

一人一人が安全安心を心がける町にしたい。 

 しかし、これまで取り組んできた SCの広報啓発活動では、SC の浸透

は困難（R3 の SC 認知度：23％）。 

 また、R３年度の SC 実態調査では、多くの人が安全・安心の活動に取

り組みたいと考えているが、行動できていない結果も 

 

 

 

 SCを浸透させ、安全・安心に取り組む人を増やすためには、できるたけ

多くの情報を伝え続けることが大切 

「私たちみんなの力で、セーフコミュニティを伝え続けていきましょう！」 

  

セーフコミュニティの目的 ＝ 久留米の安全・安心の向上 

もっと安全で安心な久留米   ◆多くの人がセーフコミュニティに参加する町 

               ◆市民人一人が安全安心を心がける町 

（１）これまでのセーフコミュニティ活動の取組と今後の展開について 

資料７ その他（１） 



 

 

個人で 

 ○家族や友人、子どもの友達、近所の人に話す 

○飲み会のときに話題に出してみる 

○出前講座を紹介する 

○関連するフェイスブックをシェアする、 

○SNS（フェイスブック、インスタグラム）に SC について投稿する 

○くるっぱの反射材をバッグに付けて、会った人に SC の話をする        など 

 

 

組織・団体の活動で 

 ○所属する団体で実施する活動、講演会・セミナーで SCについての話を入れる、紹介する 

 介護教室、防災活動、防災教室、救急講習会、児童虐待防止の講演など 

○出席する様々な会議で SC の情報発信し、他の団体組織に知ってもらう、働きかける 

○仕事で高齢者宅を訪れたときに、SC（転倒予防）についてアドバイスをする 

○いきいきサロンの中で何ができるか話し合う 

○仕事などで出向いたところで SC の話をしてみる 

○自分の所属団体と関係がある施設に SCのチラシやパンフレットを置く 

○自分の団体のイベントや広報活動の際に、SC について啓発（チラシ、ブース、展示） 

○車にステッカーを貼る 

○SC のベストを着て仕事をする 

○職場に SCのぼり旗をたてる 

○一緒に SCのキャンペーンを行う                      など 

 

 

組織・団体の内部で 

 ○所属する団体の内部研修で SCの話をする、出前講座を実施する 

○職場の朝礼や会議、研修の場でＳＣについて説明する、何ができるか話し合う、活動状

況を報告する 

○PTAや自治会の会議、活動の際にで SCについて話す 

○校区だよりに SC について載せる 

○掲示板にポスターを貼る 

○職員に SCについて、SC の取り組みについて話をする 

○職員に家族に SC について話すよう依頼する 

○介護事業者を対象とした研修で SCについて話す 

○主任児童員に周知する                           など 

（２）ワークショップ意見まとめ 



SC ロゴや記事を載せる 

 ○職場のメールに SCを加える 

○自分の団体で作る啓発チラシに SCのマーク、SC 動画の QR コードを入れる 

○自分の団体で発行する広報誌や HPに SCの記事を載せる 

○所属する組織が行う情報発信に SCを盛り込む 

○学校配布物に SC について記載する 

○職場で使用する封筒に SC マークを入れる                  など 

 

 

他にも 

 ○学生が参加するメッセージ動画を作る 

○入学式や卒業式で、子どもや親に話す 

○地域ケア会議で SC目線のアドバイスをする 

○SC を校区全体で取り組む 

○全世界的な取り組みであることを SC のグッズに記載する 

○SC の歌を作る 

○事業所に一つずつ SCの PR をしてもらう 

○学校で子どもたちに SC の広報について考えてもらう 

○学校でワークショップを実施する 

○SC と、カフェや病院、薬局とコラボする 

○久留米独自の共通の SC ロゴ・マークを作る 

○Twitter でハッシュタグを付けて呟き、他市の SC と繋がる 

○事故事案が発生した直後、当事者意識が残っているうちに SC の講習会などを実施する 

○事務局が収集している統計数値を提供する 

○学校のトイレの扉を活用して安全のために必要なことを貼る          など 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

団体の集まり等では、是非、出前講座をご活用ください。出前講座に比べ、短時間で視聴できる

動画の活用についてもご検討ください。 

また、イベントや行事の際は、のぼり旗やチラシをご用意できます。 

この他、団体の広報誌やチラシ、ＨＰなどに掲載するＳＣロゴのデータや掲載内容など、「セーフコミ

ュニティを伝えるためにできること」について、安全安心推進課にご相談いただければ幸いです。どん

なことでもご相談ください。 

みんなで力を合わせて、「もっと安全で安心な久留米」を作りましょう！ 

 

久留米市協働推進部安全安心推進課 担当：豊福、岡、浦部、古賀 

〒830-8520 久留米市城南町 15-3 TEL：0942-30-9094  FAX：0942-30-9706 
             Email：anzen@city.kurume.lg.jp 


